
岩沼出張所では台風などによる出水に備え、委託業者

と排水ポンプ車の操作訓練を実施し、ポンプの設置や作

業員同士の連携の取り方などを確認しました。

当日は、機器の取扱いについて確認した後、グループに

分かれて、ポンプやホースの設置訓練等を行いました。中

でもホースの接続作業は少しコツがいるようで、参加者の

皆さんは金具を締める力加減などを確認しながら何度も

練習していました。

排水ポンプ車操作訓練実施
6月１日（月）

岩沼市藤浪町町内会からの依頼により、水防について学ぶ出前講座を岩沼南小学校体育館で開催しました。

今回は町内会の方々による自主防災訓練の一環として行ったものです。

藤浪地区は五間堀川が近くにあり、常に水害の危機と隣合わせにあります。

台風やゲリラ豪雨に備えて、防災意識を高めるため、地域の土地の特性や避難連絡、押分分水路と押分排水

機場の役割などについて学びました。

一緒に活動してくれる皆さんです

ポンプの重さはなんと８０㎏！

フロートに空気を注入し

ポンプに固定

排水ピットにホースを固定

金具の付け方にはコツがあります

ポンプにもホースを固定

操作訓練の様子

ホースが

ねじれないように設置

いざという時に備え、人命や財産を守るため「迅速かつ的確に」排水活動ができるように努めていきます。

↑この排水ポンプ車（排水能力30㎥/min）は、浸水被害が発生したとき、

又はその恐れがあるときに駆けつけ、排水作業を行うことのできる車で、

荷台にポンプや発電機、排水ホースを搭載した特殊車両です。

1台で毎分30㎥の排水能力を持ち、25mプールの水を10分ほどで空に

することができます。

～防災意識を高めるために～
岩沼市藤浪町内会 出前講座

6月１4日（日）


